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l.医療機関に串いて
医薬晶に関する有効性.安全性情報提供.適正使用の推進.関連質問対応,

製造販売後調査.副作用対応へ晶質苦情対応へ改善.改良二-ズの収集など.

及び国内献血製剤の啓発活動を実施.

IX最新の医薬晶関連情報を幅広く効率的に医療関係者に提供するために,院

内説明会.研究会.講演会を企画実施o

2.特約店において

JD-NETによる特約店販売デ-タで.自社品01J医療機関-の出荷実績をリア

ルタイムに把握し.医療機関ヘの情報提供Jq又集を行う.また. MRの補完的機

能を期待し.特約店MSく医薬品販売担当者1への定期的研修会を実施o

IXMRは多くの医療機関で訪問日が決められているゐに対して.特約店MSは
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特約店及び医療機関に対して血渠分画製剤の特殊性を説明し,また,昨年度

は 血渠分画製剤が薬価据置きとなった背景等を説明し.総価での取引対象晶

目からの除外への協力要請を実施o


